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「
毎
月
勤
労
統
計
」
の
不
正
調
査
問
題
で
、
厚

労
省
は
昨
年
「
実
質
賃
金
」
は
マ
イ
ナ
ス
だ
と
し

ま
し
た
。
こ
の
状
況
で
消
費
税
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
れ
ば
私
達
の
生
活
は
一
層
深
刻
に
な
り
ま

す
。
「
増
税
す
る
な
、
賃
金
あ
げ
ろ
」
の
声
を
大

き
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

わ
ず
か
３
％
で 大

幅
賃
上
げ
可
能 

安
倍
内
閣
の
も
と
で
大
企
業
の
収
益
は
史
上

最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
私
た
ち

の
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
で
貧
困
と
格
差
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
個
人
消

費
が
回
復
し
な
け
れ
ば
日
本
経
済
は
停
滞
し
た

ま
ま
で
す
。
全
労
連
の
調
査
に
よ
る
と
、
労
働
者

が
要
求
す
る
２
５
、
０
０
０
円
（
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は

２
０
、
０
０
０
円
を
予
定
）
の
賃
上
げ
に
必
要
な

原
資
は
、
全
て
の
企
業
規
模
で
み
た
「
内
部
留

保
」
６
６
７
、
３
兆
円
（
２
０
１
７
年
度
）
の
わ
ず
か

約
３
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
非
正
規
社
員
の
時
給

１
、
５
０
０
円
へ
の
引
き
上
げ
も
約
２
、
５
％
で
可

能
で
す
。
大
幅
な
賃
上
げ
や
非
正
規
社
員
の
正

社
員
化
、
均
等
待
遇
等
を
行
っ
て
い
け
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
３
８
、
１
兆
円
増
加
し
、
雇
用
や
税
収
も
大
幅

に
増
え
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
た
た
か
い
に
街

の
商
店
街
、
飲
食
店
も
期
待
し
て
お
り
、
こ
の
期

待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
今
年
の
春
闘
で
大

幅
賃
上
げ
、
大
幅
増
員
、
非
正
規
社
員
の
正
社

化
と
均
等
待
遇
を
勝
ち
取
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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